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１． 研究動機・目的 

私たちの身近な公共空間には，誘導用のサイン

システムやピクトグラムが多く存在する。しかし,

情報量の多さと表示の複雑さに加え，かえって表

示の意図や意味を認識しづらいものも存在してお

り，表示の意図や誘導を困難にしている。そのよう

な中,近年ではプロジェクションマッピングを用い

た案内表示が可能になった。本研究では,プロジェ

クションマッピングに着目し ,認識しづらい案内

表示による問題を解決していくことを目的とする。 

 

２．調査内容  

既存の誘導に関する案内表示の現状，ピクトグ

ラムの認識度，既存の公共施設で使われているプ

ロジェクションマッピングについて調査を行った。 

(1) 既存の誘導に関する案内表示の現状 

 都内の駅構内で実際の案内表示の調査をしたと

ころ，過剰な表示によってかえって理解を困難に

している状況が確認できた。図１，図２ 

 

図 1．ホーム上に描かれた乗車案内 

 

図 2．改札機に貼られた乗換案内 

 

(2) ピクトグラムの認識度 

主婦連合会が行ったピクトグラムの認知度調査で

は,資料対象となった 52 個中 22 個ものピクトグ

ラムが認知度 50％を下回っており，ピクトグラ

ム自体の認知率にも大きなバラつきがある事がわ

かった。 

 

 

図３．ピクトグラムの認知度調査 



(３)既存のプロジェクションマッピング 

2020 年に販売された既存の商品では,自由にダウ

ンロードしたアニメーションのデータをカスタマ

イズし，設置・移動可能なプロジェクターにより

投影する仕様となっている。設定したスケジュー

ルに合わせた表示切替や，ほかの施設内設備と連

動した効果的なタイミングで低コストで案内表示

が投影できる。現在は,空港，駅，病院，商業施設

等で使われている。図 4 

 

図 4．既存の製品 

 

３．コンセプト 

「インタラクティブでわかりやすい誘導」 

アニメーションによる案内表示とインタラクティ

ブな表示により認識向上効果を目指す。 

 

４．アイデア展開 

表示や設置場所を柔軟に調整できるため，プロジ

ェクションマッピングを使用することを前提に,ア

ニメーションとインタラクティブデザインを取り

入れるための取り組みをした。 

(１) インタラクティブデザインを取り入れるため

の試作 図 5 

Touch designer というソフトで様々な効果

のオペレーターをつないで,人の動きを追跡

し,画面を動かすプログラミングの試作をし

た。 

(２) さまざまな形の石膏像に画像を投影し,設置

場所による見え方のシミュレーションを行う 

(３) 認識度を高めるためのピクトグラムのアニメ

ーション制作 図 6 

飛行機の乗り継ぎの認識度を高めるため,ア

ニメーションにしてストーリー性を加え,わ

かりやすくした。 

 

図 5．インタラクティブデザインのプログラム 

 

 

図 6．飛行機の乗換案内表示のアニメーション試作 

 

５．今後の課題 

今後は，インタラクティブデザインの試作と投

映のシミュレーション結果をもとに，誘導に工夫

が必要な駅や,学校等,設置場所を検討し，空間に適

応した誘導システムをそれぞれ実装していく予定

である。 
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